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１．研究成果の概要 

 中国では、国民生活を保障するための社会保障制度はすでに 2011 年に創設されているが、その内実からみ

ると、先進国の福祉国家とはやはり保障水準が異なる。また、中国ではデジタル経済の進展により、プラット

フォーム型就労といった新就労形態が現れ、従来の働き方に大きな変化をもたらした。 

 2019 年度から同志社大学の埋橋先生のプロジェクトに参加し、政策評価に関する理論的文献を学習し、最

終的には就労支援ではないが、中国の貧困政策（特に社会扶助）への演繹的アプローチによるセオリー評価を

行い、文章化した。 

また、就労支援の研究の一環として、中国の労働政策の歴史をたどり、現在の就労形態変化に伴う社会保険

制度の新たな動きに関する論文を発表した。そして、2021 年度から阿部先生（大分大学）の就労支援の国際

比較プロジェクトに参加し、オンライン研究会を通して、理解を深めた。2022 年 5 月に開催される社会政策

学会の分科会で発表する予定で、11 月には原稿提出という流れになっている。 
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３．主な経費   ほとんど文献購入に費やした。2 月に、京都出張を行った。 
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